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【
う
ら
へ
続
く
】

　

超
高
額
な
抗
が
ん
剤

「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」
の
薬
価

が
２
月
か
ら
50
％
切
り
下

げ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
最
近
発
行
さ
れ
た
専

門
書
『
製
薬
企
業
の
実
態

と
中
期
展
望
』（
国
際
商

業
出
版
）
が
、
日
本
共
産

党
の
小
池
議
員
の
国
会
質

問
が
「
決
定
打
」
と
評
価

し
て
い
ま
す
。

　

同
書
は
、
25
％
程
度
の

値
下
げ
に
と
ど
め
よ
う

と
し
て
い
た
政
府
・
与
党

を
追
及
し
た
小
池
議
員
の

２
０
１
６
年
10
月
の
参
院

予
算
委
員
会
の
質
問
を
と

り
あ
げ
、
１
０
０
㍉
㌘
の

価
格
が
、
日
本
の
73
万
円

に
対
し
米
国
が
30
万
円
、

英
国
が
14
万
円
、
ド
イ
ツ

が
20
万
円
で
あ
る
こ
と
を

塩
崎
厚
労
相
（
当
時
）
に

認
め
さ
せ
た
こ
と
を
紹

介
。「
こ
の
海
外
価
格
差

の
実
態
が
、
オ
プ
ジ
ー
ボ

の
薬
価
半
値
の
決
定
打
に

な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。

抗がん剤オプジーボ

小池質問が薬価半値の決定打

　製薬関係の専門書が紹介

米
労
組
の
大
会
が

沖
縄
新
基
地
反
対
を
決
議

　

オ
ー
ル
沖
縄
に
海
外
か
ら
激
励
・
連
帯

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
系

ア
メ
リ
カ
人
労
働
者
連
盟

（
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ａ･
組
合
員

約
66
万
人
）
は
19
日
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
設
立
25

周
年
大
会
で
、
沖
縄
県
名

護
市
辺
野
古
と
同
県
東
村

高
江
で
の
米
軍
新
基
地
建

設
に
反
対
す
る
決
議
を
満

場
の
拍
手
で
採
択
し
ま
し

た
。

　

決
議
は
「
沖
縄
県
民
と

の
連
帯
」
と
の
表
題
。
辺

野
古
・
高
江
を
含
む
沖
縄

で
の
米
軍
基
地
強
化
へ
の

反
対
を
再
確
認
す
る
と
と

も
に
、各
組
合
や
Ａ
Ｆ
Ｌ
・

Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
米
国
最
大
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
）
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で

「
沖
縄
で
の
米
軍
基
地
強

化
に
反
対
決
議
を
あ
げ
る

よ
う
促
す
こ
と
を
全
会
員

に
求
め
る
」と
し
ま
し
た
。

　

国
会
議
員
や
労
組
組
合

員
、
女
性
団
体
な
ど
で
構

成
す
る
オ
ー
ル
沖
縄
第
２

次
訪
米
団
（
団
長
＝
伊
波

洋
一
参
院
議
員
）
は
16
日

か
ら
当
地
入
り
し
、
議
会

関
係
者
や
労
組
な
ど
に
働

き
か
け
を
続
け
て
い
ま
し

た
。

　

訪
米
団
は
連
盟
か
ら

招
待
さ
れ
、
伊
波
団
長
は

「
決
議
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。
こ
の
決
議
と
連
帯

は
知
事
や
名
護
市
長
を
含

む
、
私
た
ち
全
県
民
を
励

ま
す
も
の
で
す
」
と
あ
い

さ
つ
。採
択
の
前
後
で
は
、

連
帯
の
拍
手
と
指
笛
が
鳴

り
や
ま
ず
、
こ
の
日
一
番

の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま

し
た
。

　

朝
鮮
半
島
緊
張
。「
無

条
件
で
話
し
合
う
べ
き

だ
」「
米
国
で
も
、
韓
国

で
も
対
話
を
強
調
し
て
い

る
の
に
安
倍
首
相
は
圧
力

ば
か
り
、
異
常
だ
」「
こ

の
機
に
乗
じ
て
陸
上
イ
ー

ジ
ス
配
備
な
ど
も
っ
て
の

ほ
か
だ
」「
防
衛
と
い
え

ば
軍
備
増
強
し
か
頭
に
な

い
。
戦
前
の
発
想
と
同
じ

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
イ
ー
ジ
ス
艦
、
マ
ラ

ッ
カ
海
峡
で
事
故
。「
ま

た
横
須
賀
基
地
所
属
の
イ

ー
ジ
ス
艦
だ
」「
６
月
の

伊
豆
沖
の
事
故
は
、
イ
ー

ジ
ス
艦
側
の
回
避
義
務
違

反
の
よ
う
だ
」「
重
大
事

故
つ
づ
き
な
の
に
日
本
に

調
査
権
限
が
な
い
。
日
米

地
位
協
定
は
即
刻
改
定
す

べ
き
だ
」

×　
　
　
　

×

　

ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ

ナ
で
連
続
テ
ロ
。「
日
本

人
に
人
気
の
観
光
地
だ
」

「
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ

ア
も
爆
破
の
対
象
だ
っ
た

と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

高
校
野
球
。
花
咲
徳
栄

が
初
優
勝
。「
埼
玉
県
に

初
の
優
勝
旗
だ
」「
熱
戦

が
続
い
た
」「
点
数
が
離

れ
て
て
も
土
壇
場
で
逆
転

2016年までのオスプレイ墜落・死亡事故
　　　　　　　　　　　　　　　(　)内は死者数

その後
2017.1.29　イエメンでＭＶ２２が着陸失敗
2017.8.5　  オーストラリア沖で普天間所属のＭＶ２２
　　　　　　  が着艦失敗、墜落（３人） 
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

第
３
次
安
倍
改
造
内
閣

の
首
相
を
含
む
20
人
の
閣

僚
の
う
ち
、
公
明
党
・
石

井
国
交
相
を
除
く
自
民
党

閣
僚
全
員（
19
人
）が
、「
日

本
会
議
国
会
議
員
懇
談

会
」
や
「
神
道
政
治
連
盟

国
会
議
員
懇
談
会
」、「
み

ん
な
で
靖
国
神
社
に
参
拝

す
る
国
会
議
員
の
会
」
な

ど
に
加
盟
す
る
「
靖
国
」

派
議
員
で
あ
る
こ
と
が
、

赤
旗
の
調
査
で
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

靖
国
神
社
の
戦
争
博
物

館
「
遊
就
館
」
の
展
示
は

日
本
の
過
去
の
侵
略
戦
争

を
「
ア
ジ
ア
解
放
」
の
「
正

義
の
戦
争
」
と
美
化
・
正

当
化
す
る
「
靖
国
」
史
観

を
示
し
て
い
ま
す
。
改
憲

右
翼
団
体
「
日
本
会
議
」

は
日
本
の
侵
略
戦
争
を
断

罪
し
た
東
京
裁
判
を
批
判

し
、
戦
後
の
国
際
秩
序
に

挑
戦
す
る
歴
史
観
を
公
然

と
唱
え
、
改
憲
を
主
張
し

て
い
ま
す
。
歴
史
逆
行
の

改
憲
を
ね
ら
う
安
倍
政
権

の
危
険
な
実
態
を
浮
き
ぼ

り
に
し
て
い
ま
す
。

　自民党閣僚全員が
　　　「靖国」派

安倍政権の危険  浮きぼり

　

三
菱
重
工
業
と
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
は
19
日
、
政
府
の
準
天

頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
の
測
位

衛
星
み
ち
び
き
３
号
機
を

打
ち
上
げ
、
軌
道
投
入
に

成
功
し
ま
し
た
。

　

米
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
測
位
誤
差

は
約
10
㍍
で
す
が
、「
み

ち
び
き
」
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
最
高
で
６

㌢
以
下
に
縮
め
る
こ
と
が

測
位
衛
星
「
み
ち
び
き
」
３
号
機
打
ち
上
げ
成
功

市
民
生
活
向
上
の
一
方
、
巨
額
投
入
と

軍
事
化
懸
念

で
き
ま
す
。
年
内
に
４
号

機
を
打
ち
上
げ
て
４
機
体

制
を
確
立
し
、
来
年
度
か

ら
本
格
運
用
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。
さ
ら
に
政
府

は
、
日
本
周
辺
で
米
Ｇ
Ｐ

Ｓ
な
し
で
測
位
可
能
な
７

機
体
制
の
〝
日
本
版
Ｇ
Ｐ

Ｓ
〞
の
構
築
を
決
め
て
い

ま
す
。

　

４
機
体
制
の
開
発
・
整

備
・
運
用
に
か
か
る
予

算
は
２
０
３
２
年
度
迄
で

２
８
０
０
億
円
超
。
７
機

体
制
と
な
れ
ば
さ
ら
に
巨

額
な
国
費
投
入
と
な
り
、

大
き
な
国
民
負
担
が
継
続

す
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
ミ
サ
イ
ル

や
無
人
軍
用
機
の
誘
導
に

も
不
可
欠
で
、
日
米
両
政

府
に
よ
る
軍
事
化
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

総
務
省
の
「
労
働
力
調

査
」
に
よ
る
と
、
国
内
製

造
業
の
就
業
者
数
は
、
１

働
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
い

る
中
国
（
12
年
度
）
か
ら

イ
ン
ド
（
16
年
度
）
へ
。

　

同
時
期
に
ベ
ト
ナ
ム

が
５
位
↓
４
位
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
が
10
位
↓
９
位

に
。
理
由
は
「
市
場
の

成
長
性
」
と
「
安
価
な

労
働
力
」
で
す
。

　

市
場
と
低
賃
金
を
求

め
て
さ
ま
よ
う
多
国
籍

企
業
の
行
動
で
、
モ
ノ

づ
く
り
の
空
洞
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

９
９
２
年
の
１
５
６
９
万

人
を
ピ
ー
ク
に
、
24
年
間

で
３
分
の
２
に
減
っ
て

い
ま
す
（
図
）。
最
大
の

要
因
は
製
造
業
の
海
外
移

転
で
す
。
海
外
子
会
社
の

従
業
員
数
は
、
１
８
５
万

人
（
１
９
９
５
年
）
か
ら

４
４
２
万
人
（
２
０
１
５

年
）
へ
増
加
。
海
外
他

社
へ
の
外
部
委
託
を
含
め

る
と
、
流
出
し
た
雇
用
は

さ
ら
に
大
規
模
に
な
り
ま

す
。

　

進
出
先
国
の
１
位
は
労

ものづくりの空洞化が

すすむ日本

し
た
り
で
お
も
し
ろ
い
」

「
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
多
い
」

「
広
島
・
広
陵
の
中
村
奨

成
選
手
が
１
大
会
６
ホ
ー

ム
ラ
ン
の
新
記
録
を
つ
く

っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
（
19
日
）。

「
道
路
脇
の
下
水
が
溢
れ
、

迂
回
を
強
い
ら
れ
た
」「
信

号
が
消
え
、
停
電
も
あ

っ
た
」「
雷
サ
ー
ジ
で
パ

ソ
コ
ン
が
使
え
な
く
な
っ

た
」「
多
摩
川
河
川
敷
の

花
火
大
会
が
中
止
に
な
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
、
ミ
ン

ミ
ン
ゼ
ミ
、
ツ
ク
ツ
ク
ボ

ウ
シ
が
大
合
唱
。
夏
の
終

わ
り
間
近
を
感
じ
る
」「
庭

木
の
中
で
は
ア
オ
マ
ツ
ム

シ
、
秋
の
始
ま
り
を
奏
で

て
い
る
」

植物の繁殖に街灯は脅威
スイス・ベルン大学国際研究グループ

　科学誌『ネイチャー』電子版（２日付）

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
草

地
に
移
動
式
街
路
灯
を

使
っ
て
夜
間
明
る
く
し
た

所
と
明
る
く
し
な
か
っ
た

所
、
各
７
カ
所
で
植
物
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る

か
を
調
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
夜
間
明
る

く
し
た
所
で
は
、
明
る
く

し
な
か
っ
た
所
よ
り
も
、

昆
虫
が
植
物
を
訪
れ
る
回

数
が
62
％
に
減
少
し
ま
し

た
。
ま
た
ア
ザ
ミ
ゴ
ボ
ウ

と
い
う
植
物
で
は
、
昆
虫

が
訪
れ
る
回
数
が
同
じ
だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

夜
間
明
る
く
し
た
所
で
は

明
る
く
し
な
か
っ
た
所
に

比
べ
形
成
し
た
実
の
数
が

13
％
減
り
ま
し
た
。

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
夜

間
の
人
工
照
明
が
花
を
訪

れ
る
昆
虫
に
対
し
て
も
、

植
物
に
対
し
て
も
悪
影
響

を
及
ぼ
し
、
植
物
の
繁
殖

を
混
乱
さ
せ
る
と
結
論
づ

け
て
い
ま
す
。


